
 

科目名 担当教員名 授業形態 単位数 資格 大学 DP 学科 DP 学習成果 

演習 田中 里美 演習 ４  1,2,3,4 1,2,3,5 1,2,3,4 

授業概要 

授業目的 

大学で研究することの応用を学ぶ。社会科学をテーマとした自己の研究テーマを決定し、そのテー

マについての資料収集を行う。そして、卒業論文を作成するために授業で報告し、教員やゼミ生から

のアドバイスを基にして 2年間の大学生活の集大成となる卒業論文を完成させることを目標にする。 

到達目標 

1 卒業論文の報告 

2 卒業論文のディスカッション 

3 卒業論文の提出 

回 学習内容 回 学習内容 

1 ガイダンス―会計学分野での卒業論文の作成 16 経営分析的視点とディスカッション 

2 資料やデータ収集の仕方 17 内部留保分析視点とディスカッション 

3 教科書の報告（報告は一人一人行う。） 18 粉飾決算分析的視点とディスカッション 

4 教科書の報告（報告は一人一人行う。） 19 卒業論文を作成するにあたって 

5 教科書の報告（報告は一人一人行う。） 20 卒業論文の執筆の注意事項（引用の仕方） 

6 教科書の報告（報告は一人一人行う。） 21 卒業論文の執筆の注意事項（注の付け方） 

7 教科書の報告（報告は一人一人行う。） 22 卒業論文の報告（報告は一人一人行う。） 

8 会計学的視点の総括とディスカッション 23 卒業論文の報告（報告は一人一人行う。） 

9 税務会計論的視点の総括とディスカッション 24 卒業論文の報告（報告は一人一人行う。） 

10 卒業研究テーマの設定とディスカッション 25 卒業論文の報告（報告は一人一人行う。） 

11 研究テーマの報告（報告は一人一人行う。） 26 卒業論文の報告（報告は一人一人行う。） 

12 研究テーマの報告（報告は一人一人行う。） 27 各人の卒業論文の総括とディスカッション 

13 研究テーマの報告（報告は一人一人行う。） 28 各人の卒業論文の総括とディスカッション 

14 研究テーマの報告（報告は一人一人行う。） 29 各人の卒業論文の総括とディスカッション 

15 研究テーマの報告（報告は一人一人行う。） 30 卒業論文の提出と全体総括 

予習内容 

復習内容 

予習：教科書に目を通す。 

復習：卒業論文にまとめる。 

教科書 初回の授業で指定する。 

成績評価 卒業論文の提出 80%、演習での積極的な参加や発言 20％、合計 100％ 

実務経験  

その他 

特記事項 

ゼミ生同士の親睦も深めたいので、積極的な参加を期待する。 

ゼミ生の人数により、スケジュールが変わることがある。 

正規時間外に学習を行うことがある。 

 


